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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本論文で著者は、クエンチ近似の場合に、核子間エネルギーが 45MeVまでは、局所ポテンシャル展開の
最低次で核子間ポテンシャルを矛盾無く定義できることを示した。これは、格子 QCDによる核子間ポテン
シャルの計算が、このエネルギーまでは、十分信頼できる事を示している。ここで開発された解析方法をよ
り現実的な動的クォークがある場合に拡張することに原理的困難はなく、今後展開が予定されている動的
クォークを持つ QCDによる核力の研究に、重要な寄与をしている。理論的、実用的両方の面で極めてレベ
ルの高い研究である。本論文の内容は数名での共同研究を含むが、本論文で取り上げられた研究は村野氏が
中心となって行ったものであり、著者の独創性が十分発揮されている。
　以上、本学位論文は、格子 QCDによる核力の定量的な理解へ向けての系統的研究において、重要な位置
を占めるものであり、さらなる発展の契機ともなる、水準の高い研究である。
　よって、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
